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2015（平成27）年現在、我が国の65歳以上人口は3,392万人、高齢化率( 総人口に占める

高齢者の割合) は26.7％と、国民の約４人に１人が高齢者となっており、高齢者の増加は

諸外国に例をみないスピードで進んでいます。また、今後の人口推計においても、高齢者

数は2042年頃まで増加し、要介護率が高くなる後期高齢者( 75歳以上の人口) 割合について

は増加し続けることが予想されています。 

特に、団塊の世代( 1947( 昭和22) 年～1949( 昭和24) 年生まれ) がすべて75歳以上となる

2025年以降は、医療や介護の支援を必要とする人の増加が見込まれるとともに「高齢者の

急増」から「現役世代の急減」に局面が変化することも予想され、膨らみ続ける介護サー

ビス需要への対策と高齢者を地域で支える仕組みづくりを積極的に推進していくことが必

要となります。 

この状況を踏まえ、国においては、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮

らしを人生の最期まで続けることができるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び自立

した日常生活の支援が包括的に確保される体制( 地域包括ケアシステム) を整備し、「2025

年を見据えた地域包括ケア計画」により地域包括ケアシステムを構築することが示されて

きました。 

また、2017( 平成29) 年５月に成立した「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険

法などの一部を改正する法律」では、地域包括ケアシステムを深化・推進し、高齢者の自

立支援と要介護状態の重度化防止、制度の持続可能性の確保が求められています。 

2020（令和２）年には、「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する

法律（以下「改正社会福祉法」という。）」が成立、６月12日に公布されました。 

菊川市においても、団塊の世代が75歳以上になる2025年、さらに団塊ジュニア世代

(1971( 昭和46) 年～1974( 昭和49) 年生まれ) が65歳以上になる2040年の高齢者数の絶対数が

多くなる時期を見据え、住み慣れた地域で可能な限り、「だれもが人として尊重され、と

もに支え合う地域社会」が実現できるよう、市の地域包括ケアシステムを一層推進するこ

ととし、長寿 いきいき 安心プラン（菊川市第８期介護保険事業計画・第９次高齢者保健

福祉計画）を策定するものです。 
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(ể)  וֹ

介護保険事業計画は、介護保険法第117条第１項に基づく「市町村介護保険事業計

画」であり、菊川市の介護保険事業運営に係る保険給付の円滑な実施などに関する基

本的な計画として位置づけます。 

また、高齢者保健福祉計画は、老人福祉法第20条の８第１項に基づく「市町村老人

福祉計画」であり、市の高齢者保健福祉施策に関する基本的な計画として位置づけま

す。 

 

(Ễ) ḱ  

本計画は、上位計画である菊川市総合計画の基本目標２「健康で元気に暮らせるま

ち」を具体化し、高齢者保健福祉に関する施策の方針を示したものです。菊川市地域

福祉計画をはじめ、高齢者保健福祉に関連する他分野の計画との整合を図り、策定し

ました。 

また、地域における医療及び介護を総合的に確保するため、静岡県の「ふじのくに

長寿社会安心プラン( 静岡県長寿社会保健福祉計画) 」とともに、「静岡県保健医療計

画」との整合を図りました。 
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本計画は、2021( 令和３) 年度を初年度とし、2023(令和５) 年度を目標年度とする３か年

を計画の期間とします。 

 

2018  

( 30 )  

2019  

( )  

2020  

( Ễ )  

2021  

( ễ )  

2022  

( Ệ )  

2023  

( ệ )  

2024  

( Ỉ )  

2025  

( ỉ )  

2026  

( Ị )  

         

 

 

 

 

 Ệ   

 
 

本計画の策定にあたっては、被保険者代表や保健・福祉・医療機関代表などからなる

「菊川市介護保険事業計画等推進委員会」や、施設職員、ケアマネジャー( 介護支援専門

員) 、病院職員、市職員などからなる「菊川市介護保険事業計画等策定ワーキンググルー

プ」において、これまでの介護保険給付実績や高齢者の実態調査結果を参考にしながら検

討しました。 

また、市ホームページなどを通じてパブリックコメントを実施し、市民の意見も参考に

して計画を策定しました。 

策定後は、「菊川市介護保険事業計画等推進委員会」において、サービスの種類ごとの

利用状況など、計画の実施状況について毎年度とりまとめ、計画を推進する上での課題分

析を行うほか、必要な対策を講じるものとします。 
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Ễ שּ   

 

 ể   

 
 

(ể)  
 

ḭ2019( ) 48 ,548 ךּ ︣Ḯ2025 ṕ

ỉṖ 49,270 ḭאל 2040 ṕ 22Ṗ 49,752

טּ אל ︣Ḯ 

Ị טּ 2023ṕ ệṖ ḭ 49,056צּ ḭ

לּ 65 13,2 92 ḭ 27.1 Ṿ ︣ כֿ צּ

︣Ḯ 
 

表：総人口・高齢化率の推移  ( 人)  

 実績値 見込み 推計値 

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2025 2040 

( 平 成 2 9 年 度 ) ( 平 成 3 0 年 度 )  ( 令和元年度)  ( 令和２年度)  ( 令和３年度)  ( 令和４年度)  ( 令和５年度)  ( 令和７年度)  ( 令和22年度)  

総人口 47,895 48,179 48,548 48,689 48,823 48,943 49,056 49,270 49,752 

高齢化率（％） 26.1  26.4  26.6  26.8  27.0  27.1  27.1  27.2  26.9  

高齢者人口 12,490 12,739 12,915 13,069 13,169 13,264 13,292 13,404 13,389 

 65～74歳 6,397 6,558 6,617 6,750 6,879 6,803 6,519 6,034 5,740 

 75歳以上 6,093 6,181 6,298 6,319 6,290 6,461 6,773 7,370 7,649 

  
うち 
80歳以上 

3,969 3,982 4,030 4,084 4,117 4,165 4,200 4,239 5,386 

40～64歳人口 15,224 15,191 15,296 15,291 15,326 15,365 15,494 15,640 16,176 

40歳未満人口 20,181 20,249 20,337 20,329 20,328 20,314 20,270 20,226 20,187 

                                      （10月1日現在） 

図：総人口・高齢化率の推移 
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(Ễ)  

65 ḭ Ị ךּףּ 65Ṍ74

ḭ75 טּ ḭ טּ

202 3ṕ ệṖ ḭ65 13,2 92 לּ 49.0צּ Ṿḭ

.51צּ 0Ṿ ךּ ︣Ḯ 

צּ 2025 ṕ ỉṖ ḭ 6,034צּ

(45.0 Ṿ) ︡ḭ 7,370 (55.0 Ṿ) אל ḭỉ ể 75צּ

אל ︣Ḯ 

ḭ 80 שּ ︣(ớỉ ḭ80צּ(

2025 ṕ ỉṖ 4,239 ḭ2040 ṕ 22Ṗ 5,386 אל

︣Ḯ 

 

 

 

図：高齢者数の推移 
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ḭ ể Ễּצ ︣ ךּ ︣Ḯ 

 

表：認定者数の推移 ( 人)  

 

実績値 見込み 推計値 

2018 

( 平成30) 

年度 

2019 

( 令和元)  

年度 

2020 

( 令和２)  

年度 

2021 

( 令和３)  

年度 

2022 

( 令和４)  

年度 

2023 

( 令和５)  

年度 

2025 

( 令和７)  

年度 

要支援１ 87 83 88 87 87 87  88 

要支援２ 161 171 176 171 171 172  172 

要支援 小計 248  254  264  258  258  259  260  

要介護１ 418 449 445 443 446 446  450 

要介護２ 363 382 378 381 385 386  387 

要介護３ 307 275 292 300 301 301  302 

要介護４ 237 250 245 248 251 252  254 

要介護５ 179 177 169 176 178 178  179 

要介護 小計 1,504  1,533  1,529  1,548  1,561  1,563  1,572  

合計 1,752 1,787 1,793 1,806 1,819 1,822  1,832 

要介護等認定率 13.5％  13.6％  13.5％  13.5％  13.5％  13.5％  13.5％  

※認定者数は、第１号被保険者数と第２号被保険者数を合わせた数 

※要介護等認定率は、第１号被保険者の割合 

 

図：認定者数の推移 
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ệ ḭ 80 שּ ︣Ḯ 

 

 

表：認定率の推移  ( ％)  

 実績値 見込み 推計値 

2018 

( 平成30) 

年度 

2019 

( 令和元)  

年度 

2020 

( 令和２)  

年度 

2021 

( 令和３)  

年度 

2022 

( 令和４)  

年度 

2023 

( 令和５)  

年度 

2025 

( 令和７)  

年度 

第１号被保険者 13.5  13.6  13.5  13.5  13.5  13.5  13.5  

 65～69歳 1.7  1.8  1.8  2.1  2.2  2.3  2.4  

70～74歳 3.6  3.4  3.2  2.9  2.9  3.0  3.4  

75～79歳 7.3  7.5  7.8  7.8  7.4  6.6  5.5  

80～84歳 17.9  17.4  16.5  17.6  17.5  16.9  16.8  

85～89歳 37.3  37.7  36.9  37.8  37.6  38.0  38.3  

90歳以上 62.8  62.7  63.5  60.6  60.9  62.0  61.5  

第２号被保険者 0.2  0.2  0.2  0.2  0.2  0.2  0.2  

 

 

 

図：認定率の推移 
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表：総合事業対象者の見込み ( 人)  

 

実績値 見込み 推計値 

2018 

( 平成 30) 

年度 

2019 

( 令和元)  

年度 

2020 

( 令和２)  

年度 

2021 

( 令和３)  

年度 

2022 

( 令和４)  

年度 

2023 

( 令和５)  

年度 

2025 

( 令和７)  

年度 

要支援１ 87 83 88 87 87 87  88 

要支援２ 161 171 176 171 171 172  172 

要支援 小計 248 254 264 258 258 259  260 

総合事業対象者数 185 192      

総数 433 446      

※認定者数は、2020（令和２）年度までは実績値、2025（令和７）年度以降は推計値 
※総合事業対象者数は、各年10月１日現在 

 

 

 

 

表：総合事業の実施状況（令和２年度） 

介護予防・生活支援サービス事業  一般介護予防事業 

１訪問型サービス 

○訪問介護相当サービス（従前・ホームヘルプ） 

指定：９事業者（市内７、市外２）で実施 

○訪問型軽度生活援助サービス（サービスA） 

シルバー人材センター会員による支援 

○訪問型元気はつらつ教室（サービスＣ） 

生活機能等の改善のため、専門職による介護予防

支援サービスを短期集中的に提供 

２通所型サービス 

○通所介護相当サービス（従前・デイサービス） 

指定：31事業者（市内14、市外17）で実施 

○元気はつらつ教室（サービスＣ） 

運動コース、認知症予防コース 

生活機能等の改善のため、専門職による介護予防

支援サービスを短期集中的に提供 

 

 

 
１介護予防普及啓発事業 

○70歳の健康講座 

○菊川いきいき体操教室 

○菊川いきいき体操体験会 

○脳の健康チェック 

○ココ・カラ元気広場 

○介護予防よろず教室（フレイル予防） 

○出前行政講座（３種類） 

○いきいきサロン（けやき・東部・松風苑） 

２地域介護予防活動 

○筋力アップ応援隊養成講座 

○脳力アップ応援隊養成講座 

○地域活動への歯科衛生士・看護師の派遣 

３地域リハビリテーション活動支援事業 

○地域活動へのリハビリ専門職の派遣 

 

2020～2025年 推計中 
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図：予防給付・総合事業決算額と後期高齢者数  

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：●●（各年●月●） 

 

 

 

図：予防・健康づくりの推進（医療保険・介護保険における予防・健康づくりの一体的実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26,649,720 25,274,439 23,520,376 

4,436,400 6,892,133 7,527,370 

30,231,192 

56,277,274 59,227,389 5,226,685 

8,244,177 8,438,409 

6,093 6,181 6,298 

0人
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5,000人
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100,000,000円

150,000,000円

2017(平成29)年 2018(平成30)年 2019(平成31)年

訪問型サービス費

通所型サービス費

介護予防ケアマネジメント費

一般介護予防事業費

後期高齢者数（人）
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(Ệ)  

 

ḭ2015 ṕ 27Ṗ ḭ

ףּ ḭ2019 ṕ Ṗ 1,455 ךּ ︣Ḯ

טּ ḭ ךּ ךּ ︣Ḯ 

 

表：認知症高齢者の状況 （人） 

 

実績値 見込み 推計値 

2015 

( 平成
27) 
年度 

2016 

( 平成
28) 
年度 

2017 

( 平成
29) 
年度 

2018 

( 平成
30) 
年度 

2019 

( 令和
元)  
年度 

2020 

( 令和
２)  
年度 

2021 

( 令和
３)  
年度 

2022 

( 令和
４)  
年度 

2023 

( 令和
５)  
年度 

2025 

( 令和
７)  
年度 

自立 191 267 251 284 294      

Ⅰ 387 398 415 358 360      
 Ⅱａ 141 167 166 145 181      
 Ⅱｂ 493 514 543 568 628      
 Ⅲａ 465 493 487 505 486      
 Ⅲｂ 80 97 98 87 82      
 Ⅳ 106 106 86 84 75      
 Ｍ 14 16 7 3 3      

Ⅱ以上 1,299 1,393 1,387 1,392 1,455      

高齢者に

占める割

合( ％)  

15.8  16.9  16.4  16.0  16.3       

合計 1,877 2,058 2,053 2,034 2,109      

※10月１日時点を基準にしている。申請日から、認定有効期間に 10月１日が入る時点を採用。該当が複数ある場合

は、10月１日に近い方を採用した。認定結果が非該当の人は、有効期間が取れないので対象外とした 

 

表：認知症高齢者の日常生活自立度判定基準 

ランク 判断基準 見られる症状・行動の例 

Ⅰ 何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。 

Ⅱ 
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意して

いれば自立できる。 

 Ⅱa 家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。 
たびたび道に迷うとか、買い物や事務、金銭管理

などそれまでできたことにミスが目立つ等 

 Ⅱb 家庭内でも上記Ⅱの状態がみられる。 
服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との対

応などひとりで留守番ができない等 

Ⅲ 日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介護を必要とする。 

 Ⅲa 日中を中心として上記Ⅲの状態が見られる。 

着替え、食事、排便・排尿が上手にできない・時

間がかかる。 

やたらに物を口に入れる、物を拾い集める、徘

徊、失禁、大声・奇声を上げる、火の不始末、不

潔行為、性的異常行為等 

 Ⅲb 夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られる。 ランクⅢa に同じ 

Ⅳ 

日常生活に支障を来たすような症状・行動や

意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護

を必要とする。 

ランクⅢに同じ 

Ｍ 
著しい精神症状や周辺症状あるいは重篤な身

体疾患が見られ、専門医療を必要とする。 

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状や

精神症状に起因する問題行動が継続する状態等 

資料：2006（平成18）年4月3日 老健第135号厚生省老人保健福祉局通知 

2020～2025年 

推計中 
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(ệ)  

 

ךּ Ṅ ︡ ףּ ḭ2020( Ễ) 8,058 ḭ

44.4 Ṿ ךּ ︣Ḯ ︡ḭ

︡ ︡ ךּ ︣Ḯ 

表：高齢者世帯数の推移 ( 上段：世帯 下段：％)  

 総世帯数 

65歳以上の高齢者のいる世帯 

 子らとの 
同居世帯 

ひとり 
暮らし 
世帯 

夫婦のみ 
世帯 

その他の 
高齢者のみ

世帯 
2008 16,248 6,280 4,933 534 740 73 

( 平成 20)年度 100.0 38.7 30.4 3.3 4.6 0.4 
2009 16,278 6,356 4,966 541 765 84 

( 平成 21)年度 100.0 39.0 30.5 3.3 4.7 0.5 
2010 16,149 6,406 4,942 579 799 86 

( 平成 22)年度 100.0 39.7 30.6 3.6 4.9 0.5 
2011 16,131 6,379 4,921 600 775 83 

( 平成 23)年度 100.0 39.5 30.5 3.7 4.8 0.5 
2012 16,314 6,950 4,923 945 977 105 

( 平成 24)年度 100.0 42.6 30.2 5.8 6.0 0.6 
2013 16,152 7,105 4,936 1,014 1,050 105 

( 平成 25)年度 100.0 44.0 30.6 6.3 6.5 0.7 
2014 16,207 7,335 4,967 1,084 1,137 147 

( 平成 26)年度 100.0 45.3 30.6 6.7 7.0 0.9 
2015 16,415 7,533 4,967 1,164 1,237 165 

( 平成 27)年度 100.0 45.9 30.3 7.1 7.5 1.0 
2016 16,811 7,648 4,869 1,293 1,312 174 

( 平成 28)年度 100.0 45.5 29.0 7.7 7.8 1.0 
2017 17,052  7,806  4,835  1,342  1,406  223  

( 平成 29)年度 100.0  45.8  28.4  7.9  8.2  1.3  
2018 17,293  7,918  4,769  1,398  1,518  233  

( 平成 30)年度 100.0  45.8  27.6  8.1  8.8  1.3  
2019 17,802  8,004  4,721  1,499  1,573  211  

( 平成 31)年度 100.0  45.0  26.5  8.4  8.8  1.2  
2020 18,162  8,058  4,579  1,694  1,599  186  

( 令和２) 年度 100.0  44.4  25.2  9.3  8.8  1.0  

資料：高齢者福祉行政の基礎調査（４月１日現在） 

 

図：高齢者世帯数の推移 
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表：ひとり暮らし高齢者数の将来推計 （人、世帯） 

 実績値 推計値 

 

2014 

( 平成 26) 

年 

2015 

( 平成 27) 

年 

2016 

( 平成 28) 

年 

2017 

( 平成 29) 

年 

2018 

( 平成 30) 

年 

2019 

( 平成 31) 

年 

2020 

( 令和２)  

年 

2021 

( 令和３)  

年度 

2022 

( 令和４)  

年度 

2023 

( 令和５)  

年度 

2025 

( 令和７)  

年度 

65～69歳 288 324 374 395 388 380 392     

70～74歳 225 239 243 242 275 340 393     

75～79歳 184 201 221 238 244 267 286     

80歳以上 387 400 455 467 491 512 623     

総世帯数 16,207 16,415 16,811 17,052 17,293 17,802 18,162     

資料：高齢者福祉行政の基礎調査（４月１日現在） 

 

 

 

 

図：ひとり暮らし高齢者数の将来推計 
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(Ỉ) ךּ  

 

ךּ ḭ ị נּ ףּ ḭ

86.6 Ṿ צּ שּ ךּ ︣Ḯ 

 

表：高齢者のいる世帯の住居数の推移 ( 上段：世帯 下段：％)  

 
持ち家 

公営等の 
借家 

民営の 
借家 

給与住宅 間借り 
住宅以外 
に住む 

一般世帯 
総数 

1990年 
( 平成２年)  

4,209 44 70 15 4 6 4,348 

96.8 1.0 1.6 0.3 0.1 0.1 100.0 

1995年 
( 平成７年)  

4,939 41 88 14 7 5 5,094 

97.0 0.8 1.7 0.3 0.1 0.1 100.0 

2000年 
( 平成12年)  

5,455 65 112 15 4 10 5,661 

96.4 1.1 2.0 0.3 0.1 0.2 100.0 

2005年 
( 平成17年)  

5,832 74 150 15 14 18 6,103 

95.6 1.2 2.5 0.2 0.2 0.3 100.0 

2010年 
( 平成22年)  

6,207 85 215 12 11 9 6,539 

94.9 1.3 3.3 0.2 0.2 0.1 100.0 

2015年 
( 平成27年)  

6,886  104  327  19  8  10  7, 354 

93.6 1.4 4.4 0.3 0.1 0.1 100.0 

静岡県 
2015年 

( 平成27年)  

566,034  18,889  61,957  1,711  2,646  2,208  653,446 

86.6 2.9 9.5 0.3 0.4 0.3 100.0 

資料：国勢調査 
※静岡県は住居の種類「不詳」があるため、合計と一致しない 

 

 

(ỉ)  

 

ḭ65 3,580 (30.6 Ṿ) ףּ ḭ

24.7 Ṿ שּ ךּ ︣Ḯ 

 

表：高齢者の労働人口の状況 ( 上段：世帯 下段：％)  

 総数 
 労働人口 

非労働力 
人口 

労働力 
状態 

「不詳」 
 

就業者 
完全失 
業者 

65歳以上 
11, 682 3, 655 3, 580 75 7, 975 52 

100.0  31.3  30.6  0.6  68.3  0.4  

 
男性 

5, 351 2, 170 2, 111 59 3, 155 26 

100.0 40.6 39.5 1.1 59.0 0.5 

女性 
6, 331 1, 485 1, 469 16 4, 820 26 

100.0 23.5 23.2 0.3 76.1 0.4 

静岡県 
1, 021, 283 260, 148 252, 033 8, 115 753, 263 7, 872 

100.0 25.5 24.7 0.8 73.8 0.8 

資料：2015(平成27)年国勢調査 
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(Ị) ︡  

 

︡ ḭ2018 ṕ 30Ṗ שּ 278צּ

ṕ59.1 ṾṖ ḭשּ שּ 96צּ ṕ20.4 ṾṖḭ ṇ

שּ 62צּ ṕ13.2 ṾṖ ךּ ︣Ḯ 

2012 ṕ 24Ṗ ḭ שּ ךּ ḭ

שּ צּ ךּ ︣Ḯ 

 

 

表：死亡した場所の状況 （人） 

 
2010 

( 平成 22) 

年 

2011 

( 平成 23) 

年 

2012 

( 平成 24) 

年 

2013 

( 平成 25) 

年 

2014 

( 平成 26) 

年 

2015 

( 平成 27) 

年 

2016 

( 平成 28) 

年 

2017 

( 平成 29) 

年 

2018 

( 平成 30) 

年 

病院 322 327 330 314 325 312 303 315 278 

診療所 2 1 2 2 0 1 1 0 3 

介護医療
院・老人保
健施設 

23 21 12 19 11 16 15 18 26 

老人ホ－ム 47 36 60 47 74 69 64 72 62 

自宅 80 74 84 83 76 83 79 89 96 

その他 3 7 10 6 8 9 8 6 5 

総数 477 466 498 471 494 490 470 500 470 

資料：静岡県人口動態統計 
※「老人ホーム」とは養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム及び有料老人ホームをいう。「自宅」

にはグループホーム、サービス付高齢者向け住宅を含む。平成30年分から「老人保健施設」を、「介護医療院・介

護老人保健施設」に分類名称変更。 

 

 

 

図：死亡した場所（病院・老人ホーム・自宅）の状況 
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2019( )   ︡ ךּ ṇ  

( ḱ ṇ Ṋ )  

◆調査の方法 

 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 在宅介護実態調査 

調査対象 
65歳以上の高齢者 

（一般高齢者、総合事業対象者、 

要支援認定者） 

要介護認定（１～５）を 
受けている方 

標本数 1,100人 400人 

抽出方法 無作為抽出 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

調査期間 2020年( 令和２年) １月10日～１月24日 

◆回収状況  

 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 在宅介護実態調査 

発送数 1,100 400 

有効回収数 726 203 

有効回収率 66.0％ 50.8％ 
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(ể) ךּ כֿךּ  

健康についてどのようなことが知りたいですか。( 複数回答)  

＜日常生活圏域ニーズ調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ךּ כֿךּ ḭ2019 ṕ Ṗ ṡ

ךּ Ṣ47.2 Ṿּצ ḭשּ ṡּצ ṕ Ṗ ךּ

ךּ Ṣ39.9 Ṿḭṡ ךּ︡ ךּ Ṣ32.9 Ṿḭṡ קּ

ךּ Ṣ25.2 Ṿ ךּ ︣Ḯ 

無

回

答

健

康

診

断

・

各

種

検

診

の

内

容

や

受

け

方

な

ど

に

つ

い

て

う

つ

病

の

予

防

に

つ

い

て

そ

の

他

認

知

症

の

予

防

に

つ

い

て

が

ん

や

生

活

習

慣

病
（

高

血

圧

な

ど
）

に

な

ら

な

い

た

め

の

工

夫

に

つ

い

て

望

ま

し

い

食

生

活

に

つ

い

て 寝

た

き

り

や

介

護

の

予

防

に

つ

い

て

運

動

の

方

法

に

つ

い

て

歯

の

健

康

に

つ

い

て

47.2 

39.9 

32.9 

25.2 

18.3 

11.3 10.9 
6.5 

3.9 

11.7 

0%

20%

40%

60%

2013（平成25）年度調査 一般高齢者 （回答者数=581人）

2016（平成28）年度調査 一般高齢者・要支援認定者 （回答者数=725人）

2019（令和元）年度調査 一般高齢者・総合事業対象者・要支援認定者（回答者数=726人）
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(Ễ) פֿ פֿ  

心配ごとや悩みごとがありますか。( 複数回答)  

＜日常生活圏域ニーズ調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜在宅介護実態調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

פֿ פֿ ḭ2019 ṕ Ṗ ṡ כֿ Ṣּצ

ṇ ךּףּ 63.5 Ṿḭ ךּףּ 62.6 Ṿ

שּ ךּ ︣Ḯ 

無

回

答

家

の

老

朽

化

な

ど
、

住

ん

で

い

る

家

に

関

す

る

こ

と

孤

独
（

ひ

と

り

暮

ら

し

な

ど
）

に

な

る

こ

と

家

族

や

友

人

と

の

人

間

関

係

の

こ

と

趣

味

や

生

き

が

い

が

な

い

こ

と

そ

の

他

心

配

ご

と

は

な

い

自

分

の

健

康

の

こ

と

家

族

の

健

康

の

こ

と

地

震

や

風

水

害

な

ど

災

害

時

の

対

応

の

こ

と

配

偶

者

に

先

立

た

れ

た

後

の

生

活

の

こ

と

生

活

費

な

ど

経

済

的

な

こ

と 病

気

な

ど

の

と

き
、

面

倒

を

み

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

こ

と

63.5 

41.2 

27.8 

17.2 14.9 
8.3 8.0 

4.7 3.2 2.9 2.8 

12.0 

2.8 

0%

25%

50%

75%

2013（平成25）年度調査 一般高齢者 （回答者数=581人）

2016（平成28）年度調査 一般高齢者・要支援認定者 （回答者数=725人）

2019（令和元）年度調査 一般高齢者・総合事業対象者・要支援認定者（回答者数=726人）

家

族

や

友

人

と

の

人

間

関

係

の

こ

と

そ

の

他

心

配

ご

と

は

な

い

無

回

答

自

分

の

健

康

の

こ

と

家

族

の

健

康

の

こ

と

地

震

や

風

水

害

な

ど

災

害

時

の

対

応

の

こ

と

配

偶

者

に

先

立

た

れ

た

後

の

生

活

の

こ

と

生

活

費

な

ど

経

済

的

な

こ

と 病

気

な

ど

の

と

き
、

面

倒

を

み

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

こ

と

家

の

老

朽

化

な

ど
、

住

ん

で

い

る

家

に

関

す

る

こ

と

孤

独
（

ひ

と

り

暮

ら

し

な

ど
）

に

な

る

こ

と

趣

味

や

生

き

が

い

が

な

い

こ

と

62.6 

36.5 

19.7 17.7 
14.8 

8.4 8.4 
4.9 4.4 3.4 2.5 

10.3 
5.9 

0%

25%

50%

75%
2013（平成25）年度調査 在宅要支援・要介護認定者（回答者数=249人）

2016（平成28）年度調査 在宅要介護認定者 （回答者数=151人）

2019（令和元）年度調査 在宅要介護認定者 （回答者数=203人）
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(ễ)  

あなたは、現在どの程度幸せですか。 

＜日常生活圏域ニーズ調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ḭ2019 ṕ Ṗ ṡỊ Ṣ19.0 Ṿּצ ḭשּ

ṡỉ Ṣ18.2 Ṿḭṡệ Ṣ15. 8Ṿḭṡ10 ( )Ṣ14. 6ṾḭṡỈ Ṣ11. 8Ṿ

ךּ ︣Ḯ ḭ7.15 ךּ ︣Ḯ 

 

６

点

７

点

８

点

９

点

 

点
（

と

て

も

幸

せ
）

無

回

答

５

点

０

点
（

と

て

も

不

幸
）

１

点

２

点

３

点

４

点

0.3 0.1 0.8 
2.3 3.0 

15.8 

11.8 

18.2 19.0 

10.2 

14.6

3.7

0%

10%

20%

30%
2016（平成28）年度調査 一般高齢者・要支援認定者 （回答者数=725人）

2019（令和元）年度調査 一般高齢者・総合事業対象者・要支援認定者（回答者数=726人）

10 

平均 7.07 点 

平均 7.15 点 



 

 19   

第
２
章 

高
齢
者
を
取
り
巻
く
菊
川
市
の
状
況 

 

(Ệ) ṇ אל ḭ צּ נּ כֿ ךּ  נּ

超高齢社会を迎え、介護保険サービスを充実させるために、費用負担が増えることについてどう思

いますか。 

 

 

 

 

 

 
＜日常生活圏域 

ニーズ調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜在宅介護実態調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

ṇ אל ḭ צּ נּ כֿ ךּ נּ ḭ

2019 ṕ Ṗ ṡ צּ נּ כֿ ḭצּךּ

︣ צּ צṢּךּ ṇ ךּףּ 25.5 Ṿ

ḭשּ ךּףּ 47.3 Ṿ שּ ךּ ︣Ḯ 

 

2013（平成25）年度調査
一般高齢者

　　　　　　　　（回答者数=581人）

2016（平成28）年度調査
一般高齢者・要支援認定者

　　　　　　　　（回答者数=725人）

2019（令和元）年度調査
一般高齢者・総合事業対象者・

要支援認定者　　（回答者数=726人）

11.2 

9.4 

14.7 

25.0 

26.2 

25.5 

24.4 

21.7 

14.9 

5.3 

4.6 

2.5 

3.8 

3.9 

3.9 

19.6 

23.3 

27.0 

10.7 

11.0 

11.6 

0% 25% 50% 75% 100%

保険料や利用料などの負担がその分増えてもやむを得ない

保険料の負担がその分増えることはやむを得ないが、利用料の負担は現状程度とするのがよい

保険料の負担は現状程度とし、必要な費用は利用者の自己負担とするのがよい

保険料や利用料の負担は現状程度とし、介護保険サービスが低下してもやむを得ない

保険料や利用料の負担を減らし、介護保険サービスの充実は望まない

わからない

無回答

2019（令和元）年度調査
在宅要介護認定者
　　　　　　　　（回答者数=203人）

2013（平成25）年度調査
在宅要支援・要介護認定者
　　　　　　　　（回答者数=249人）

2016（平成28）年度調査
在宅要介護認定者
　　　　　　　　（回答者数=151人）

18.1 

9.9 

10.8 

45.4 

46.4 

47.3 

12.9 

14.6 

11.8 

4.0 

4.6 

2.5 

1.6 

1.3 

2.5 

10.0 

16.6 

22.2 

8.0 

6.6 

3.0 
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(ệ) ṇ קּ ︡ ḭ ︡ כֿךּ︡  

介護保険サービスの利用や申請手続きに関して、今後どのようなことを改善して欲しいと思います

か。( 複数回答)  

＜在宅介護実態調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ṇ קּ ︡ ḭ ︡ כֿךּ︡ ḭ

2019 ṕ Ṗ ṡ קּ פּ Ṣ33.5%שּ︣ צּ

ḭשּ ṡ קּ ṇ ︣Ṣ21.2% ḭṡ ṇ

קּ פּ Ṣ20.7%שּ︣ ךּ ︣Ḯ 

 

 

 

 

 

 

 

サ
ー

ビ

ス

提

供

事

業

者

の

質

の

向

上

要

介

護

認

定

の

申

請

手

続

き

を

わ

か

り

や

す

く

利

用

で

き

る

サ
ー

ビ

ス

の

種

類

を

増

や

す

サ
ー

ビ

ス

利

用

の

契

約

手

続

き

を

わ

か

り

や

す

く

制

度

や

事

業

者

に

つ

い

て

の

情

報

提

供

の

充

実

要

介

護

認

定

の

た

め

の

訪

問

調

査

の

内

容

や

方

法

無

回

答

サ
ー

ビ

ス

利

用

限

度

額

を

増

や

す

選

択

で

き

る

サ
ー

ビ

ス

提

供

事

業

者

の

数

を

増

や

す

相

談

や

苦

情

の

窓

口

の

充

実 ケ

ア

マ

ネ

ジ
ャ

ー

の

質

の

向

上

そ

の

他

特

に

な

い

33.5 

21.2 20.7 20.2 19.7 

14.3 14.3 13.8 
10.3 

4.4 
2.5 

15.3 

7.9 

0%

15%

30%

45%

2013（平成25）年度調査 在宅要支援・要介護認定者（回答者数=249人）

2016（平成28）年度調査 在宅要介護認定者 （回答者数=151人）

2019（令和元）年度調査 在宅要介護認定者 （回答者数=203人）
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(Ỉ) ︡ שּךּ צּ ︢ (ẑ צּ )  

※主な介護者のみ 

現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等は何ですか。 

現状で行っているか否かは問いません。( 複数回答)  

＜在宅介護実態調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「主な介護者に確認しないと、わからない」は、2019（令和元）年度調査のみの選択肢。 

 

︡ שּךּ צּ ︢ ḭ2019 ṕ Ṗ

ṡ Ṣ37. 7%ּצ ḭשּ ṡ Ṣ33.5% ḭ

ṡ Ṣ24.0% ḭṡ ḱ Ṣ20.4% ḭṡ קּ ḭךּ Ṣ

19.2% ךּ ︣Ḯ 

 

認

知

症

状

へ

の

対

応

夜

間

の

排

泄

日

中

の

排

泄

入

浴

・

洗

身

外

出

の

付

き

添

い
、

送

迎

等 食

事

の

準

備
（

調

理

等
）

金

銭

管

理

や

生

活

面

に

必

要

な

諸

手

続

き

衣

服

の

着

脱

食

事

の

介

助
（

食

べ

る

時
）

37.7 

33.5 

24.0 
20.4 19.2 

11.4 10.8 10.8 
8.4 

0%

15%

30%

45%
2016（平成28）年度調査 在宅要介護認定者（回答者数=103人）

2019（令和元）年度調査 在宅要介護認定者（回答者数=167人）

そ

の

他

不

安

に

感

じ

て

い

る

こ

と

は
、

特

に

な

い

主

な

介

護

者

に

確

認

し

な

い

と
、

わ

か

ら

な

い

※

無

回

答

屋

内

の

移

乗

・

移

動

服

薬

そ

の

他

の

家

事
（

掃

除
、

洗

濯
、

買

い

物

等
）

医

療

面

で

の

対

応
（

経

管

栄

養
、

ス

ト
ー

マ

等
）

身

だ

し

な

み
（

洗

顔

・

歯

磨

き

等
）

8.4 
6.0 6.0 5.4 

1.8 
4.8 

7.2 

1.2 

7.8

0%

15%

30%

45%
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(ỉ) קּ (ẑ צּ )  

※主な介護者のみ 

あなたは介護に困ったときだれに相談していますか。( 複数回答)  

＜在宅介護実態調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「薬局（薬剤師）や介護用品店（店員）」「家族会」は、2019（令和元）年度調査では選択肢にない。 

 

קּ ḭ2019 ṕ Ṗ ṡ ṇ(

)Ṣ75.4% צּ ḭשּ ṡ ( ( )ḭ

)Ṣ73.7% ḭṡ Ṣ20.4% ךּ ︣Ḯ 

ケ

ア

マ

ネ

ジ
ャ

ー

（

介

護

支

援

専

門

員
）

家

族
（

夫

ま

た

は

妻
（

内

縁

を

含

む
）

、

子

ど

も

等
）

親

類

病

院

や

診

療

所

の

医

師

な

ど 介

護

サ
ー

ビ

ス

を

利

用

す

る

施

設

の

職

員

と

な

り

近

所

の

人

ホ
ー

ム

ヘ

ル

パ
ー

市

及

び

県

の

相

談

窓

口

（

介

護

・

福

祉

担

当

職

員
、

保

健

師

な

ど
）

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ
ー

の

職

員

友

人

・

知

人

75.4 73.7 

20.4 
14.4 12.0 11.4 

6.6 4.2 3.6 3.0 

0%

30%

60%

90%

2013（平成25）年度調査 認定者 （回答者数=175人）

2016（平成28）年度調査 在宅要介護認定者（回答者数=103人）

2019（令和元）年度調査 在宅要介護認定者（回答者数=167人）

そ

の

他

無

回

答

相

談

し

た

い

が
、

相

談

す

る

相

手

が

い

な

い

だ

れ

に

も

相

談

し

な

い

特

に

困
っ

て

い

る

こ

と

は

な

い

民

生

委

員

認

知

症

コ
ー

ル

セ

ン

タ
ー

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

上

の

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

・

サ

イ

ト

（

Ｓ

Ｎ

Ｓ

な

ど
）

薬

局
（

薬

剤

師
）

や

介

護

用

品

店
（

店

員
）

※

家

族

会

※

0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 1.8 1.2 3.0 

0%

30%

60%

90%
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(Ị) כֿ וֹ  פּךּ

あなたに介護が必要となった場合、どこで介護を受けたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 
＜日常生活圏域 

ニーズ調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 
＜在宅介護実態調査＞ 

 

 

 

 

 

כֿ וֹ פּךּ ḭ2019 ṕ Ṗ ṡ ṇ

ṇ ךּ צּ ḭ ︡ צṢּךּ︡ ṇ

ךּףּ 48.5 Ṿḭ ךּףּ 53.2 Ṿ שּ ךּ ︣Ḯ 

 

 

2013（平成25）年度調査
一般高齢者
　　　　　　　　（回答者数=581人）

2016（平成28）年度調査
一般高齢者・要支援認定者

　　　　　　　　（回答者数=725人）

2019（令和元）年度調査

一般高齢者・総合事業対象者・
要支援認定者　　（回答者数=726人）

23.9 

21.9 

18.5 

41.3 

40.4 

48.5 

17.6 

15.6 

19.3 

0.3 

0.7 

0.8 

10.8 

15.7 

10.2 

6.0 

5.7 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

なるべく家族のみで、自宅で介護してほしい

介護保険制度のサービスや福祉サービスを使いながら、自宅で介護してほしい

老人ホームなどの介護施設に入所したい

その他

わからない

無回答

2016（平成28）年度調査

在宅要介護認定者

　　　　　　　　（回答者数=151人）

2019（令和元）年度調査

在宅要介護認定者

　　　　　　　　（回答者数=203人）

17.2 

16.7 

50.3 

53.2 

17.2 

10.3 

7.3 

15.3 

7.9 

4.4 
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(ị) לּ ︡  פּךּ

あなたの家族に介護が必要となった場合、どのように介護したいと思いますか。 

＜日常生活圏域ニーズ調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

לּ ︡ פּךּ ḭ2019 ṕ Ṗ ṡ ṇ

ṇ ךּ צּ ḭ ︡ Ṣ51.5ךּ Ṿּצ ḭשּ ṡ

ṇ אל Ṣ16.3%ךּ ḭṡ שּ ḭ

︡ Ṣ14.2%ךּ ḭṡ פּ Ṣ10.5%ךּ ךּ ︣Ḯ 

※主な介護者のみ 

あなたは今後、どのように介護したいと思いますか。 

＜在宅介護実態調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ḭ לּ ︡ פּךּ ḭ2019 ṕ Ṗ ṡ

ṇ ṇ ךּ צּ ︡ Ṣ55.1%ךּ צּ ḭשּ

ṡ ṇ אל Ṣ18.0%ךּ ḭṡ שּ ḭ

︡ Ṣ13.8%ךּ ḭṡ פּ Ṣ6.6%ךּ ךּ ︣Ḯ 

2013（平成25）年度調査
在宅要支援・要介護認定者
　　　　　　　　（回答者数=175人）

2016（平成28）年度調査
在宅要介護認定者

　　　　　　　　（回答者数=103人）

2019（令和元）年度調査

在宅要介護認定者
　　　　　　　　（回答者数=167人）

9.7 

12.6 

13.8 

61.7 

54.4 

55.1 

21.1 

23.3 

18.0 1.8 

2.9 

4.9 

6.6 
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4.8 

0% 25% 50% 75% 100%

なるべく家族のみで、自宅で介護したい

介護保険制度のサービスや福祉サービスを使いながら自宅で介護したい

老人ホームなどの施設に入所させたい

その他

わからない

無回答

2013（平成25）年度調査
一般高齢者
　　　　　　　　（回答者数=581人）

2016（平成28）年度調査
一般高齢者・要支援認定者

　　　　　　　　（回答者数=725人）

2019（令和元）年度調査

一般高齢者・総合事業対象者・
要支援認定者　　（回答者数=726人）

18.8 

18.3 

14.2 

46.8 

45.9 

51.5 

12.6 

12.8 

16.3 

1.0 

1.9 

0.8 

10.3 

13.0 

10.5 

10.5 

8.0 

6.7 

0% 25% 50% 75% 100%

なるべく家族のみで、自宅で介護したい

介護保険制度のサービスや福祉サービスを使いながら、自宅で介護したい

老人ホームなどの介護施設に入所させたい

その他

わからない

無回答
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(10) ︢ ḱ ṇ  

今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスはありますか。現在利用していて、さらなる

充実が必要と感じる支援・サービスも含んでご回答ください。( 複数回答)  

※介護保険サービス、介護保険以外の支援・サービスともに含みます。 

＜日常生活圏域ニーズ調査＞ 
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2019（令和元）年度調査 一般高齢者・総合事業対象者・要支援認定者（回答者数=726人）
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＜在宅介護実態調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

︢ ḱ ṇ ḭ2019 ṕ Ṗ ḭ

ṇ ךּףּ ṡ ḱ ( ḭ ךּ )Ṣ22.7% צּ

ḭשּ ṡ ṇ ( ḱ ṇ )Ṣ21.1% ḭṡ

צּ קּ ךּ Ṣ18.7% ךּ ︣Ḯ 

ךּףּ ṡ ( ףּ ) Ṣ24.6% צּ ḭשּ

ṡ צּ קּ ךּ Ṣ21.7% ḭṡ ( ḭ ךּ

)Ṣ20.2% ךּ ︣Ḯ 
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 ể   

 

 

菊川市総合計画のまちづくりの基本目標では、乳児から高齢者まで、菊川市に住むすべ

ての人たちが可能な限り住み慣れた地域で、生きがいを感じながら安心していきいきと暮

らしていけるよう、健康づくりや介護予防への参加を促し、福祉・保健・医療・地域など

関係機関の連携による、切れ目のない医療や介護を受けられる環境を整えるとともに、障

がいや病気などの有無によって分け隔てられることなく、尊重し合いながら共生するまち

の実現をめざしています。 

本計画においては、より高齢化が進展することを踏まえ、高齢者が健康で活動的に暮ら

せるよう、健康寿命の延伸などの健康増進や医療の充実、生涯学習活動との連携により、

市民自らが積極的に健康づくりや生きがいづくりに取り組む社会をめざし、第７期計画に

たてた基本理念を継承します。 

 

 

Ṍ ּק קּ קּ  Ṍ 
 

 

 Ễ   

 

 

ḭ ễ ︣Ḯ 

 

ể ︡ כֿ︣ צּ קּ  

 

高齢者ができる限り住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるようにす

るためには、身近な地域の中で医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供

される仕組みづくりと本人や介護する家族のニーズに応じた事業の充実が必要となっ

ています。 

そのために、地域住民や地域の支援者、福祉に関わる事業者、医療機関、行政が連

携し、総合的に高齢者の暮らしを支えることができるよう、地域のネットワークづく

りを推進し、地域包括ケアシステムの深化・推進をめざします。 

また、高齢者のニーズに応じて、医療・介護・生活支援などの必要なサービスを包

括的かつ継続的に提供できるよう、地域包括ケアシステムの中核機関としての地域包

括支援センターの一層の機能強化を図っていきます。 
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特に、地域包括支援センターについては、ブランチ設置当初と比較し、相談件数が

年々増加し、相談内容の複雑化、権利擁護事業の対応が必要なケースが増加している

ことや、介護予防対象者が増加しケアプランの作成が増加するなど、重要な拠点にな

っいます。今後のニーズも踏まえ、増設等の検討も行っていきます。 

 

 

 

Ễ ּךּצּק שּ  

 

高齢者になってもいきいきと活動するには、自ら健康管理をするとともに、生きが

いを見つけて活動できる環境と、元気なうちから介護予防に取り組むことが必要です。 

高齢者が自らの健康に関心をもち、健康づくりや介護予防などの取り組みに参加で

きるように、高齢者のニーズにあった健康増進・介護予防サービスの基盤整備を進め

るとともに、地域の中で自主的な介護予防の取り組みや活動支援を行います。 

また、歳を重ねても健康で働きたい、地域に貢献したい、という思いを持っている

人はたくさんいます。高齢者の知識や経験を地域社会に活かし、生きがいを持って生

活を送ることができるよう、地域活動やボランティア活動に関する情報発信を行うと

ともに、活動への参加を促進します。 

介護予防と保健事業の取り組みを強化し、より一層の予防につなげるため、通いの

場への専門職派遣事業を継続しつつ、介護予防リーダーの育成やボランティアポイン

トの導入などの検討も行っていきます。 

 

 

 

ễ ּנ ṇ  

 

介護保険サービスを必要とする高齢者が今後も増加すると見込まれるなかで、高齢

者のライフスタイルやニーズも多様化し、高齢者一人ひとりとその家族の生活の実態

に適したサービスの提供が求められています。 

介護が必要になっても、住み慣れた地域で安心して生活を送ることができるよう、

高齢者の生活を支援する各種サービスの質と量の充実を図っていきます。 

自立支援・重度化防止の推進のため、現在実施している介護予防・生活支援サービ

スの内容を見直します。 

また、介護保険事業の適正な運用と持続可能な運営を実現するため介護サービス事

業者へ公正かつ適切な指導監督を行うとともに、利用者が望むサービスを選択できる

よう関係機関と連携し、ニーズに即したサービスの提供に努めます。 
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 ễ ּנ   

 

 

市が設定する日常生活圏域は、東部地区、西部地区、南部地区の３圏域です。 

この日常生活圏域は、概ね中学校区単位となるように設定しています。人口、高齢者数、

圏域面積などもほぼ同規模となっています。 

 

( ḱ )  

北部は、森林地帯があり、東部の牧之原
台地に面した丘陵地は、全国に誇る一大茶
園地帯です。 

地区の中央部を東名高速道路とＪＲ東海

道線、ＪＲ東海道新幹線が横断し、１級河
川菊川が地区を縦断しています。菊川右岸
側に商業地と住宅地、左岸側に市営・県営
住宅や住宅地、介護老人福祉施設がありま
す。市街地の東側に工業団地が隣接してい
ます。 

( )  

東名高速菊川ＩＣ周辺部は、住宅地と商
業地が混在した市街地が形成され、ＪＲ東
海道線菊川駅から南に広がる市街地と一体

的に都市基盤が整備されています。また、
駅北側は商業集積などの開発が進められて
います。市役所や菊川市立総合病院をはじ
め介護老人福祉施設、介護老人保健施設も
立地しています。 

北西部や南部の水田や丘陵地では、茶園
が広がっています。 

( )   

ḭ
ףּ ḭ ḭ ḭ
ṇ טּצּ ︣Ḯ 

טּצּ ḭ
צּ ךּ ︣Ḯ 

表：圏域の状況 

圏域名称 総人口( 人)  高齢者数( 人)  高齢化率( ％)  

東部地区 14,686 4,627 31.5% 

西部地区 18,724 4,348 23.2% 

南部地区 15,084 4,062 26.9% 

資料：住民基本台帳（令和２年５月1日現在）  
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 Ệ   

 

 

(ể) ḱ  

 

介護保険制度は、これまでの制度改正において「地域包括ケアシステムの推進」、

「介護保険制度の持続可能性の確保」に取り組んできましたが、今後もこの２点を深

化・推進していく観点から、必要な見直しを進めていきます。 

特に団塊の世代が75歳以上となる2025年、さらには団塊ジュニア世代が65歳以上と

なる2040年に向けて、大都市やその周辺都市、地方都市、中山間地域など、地域によ

って高齢化の状況及びそれに伴う介護需要も異なってくることが想定され、地域の実

情に合わせた地域包括ケアシステムを深化・推進していくことが重要であるとされて

います。 

「地域共生社会」の実現に向けて、地域住民の複合化・複雑化した支援ニーズに対

応する市町村における包括的な支援体制の構築を推進するため、「断らない相談支援」

「参加支援」「地域づくりに 向けた支援」の３つの支援を一体的に行う市町村の新

たな事業による包括的な支援体制の整備に関する制度改革を予定しています。 

 

 

 

 

(Ễ)  

 

Ⅰ 介護予防・健康づくりの推進（健康寿命の延伸） 

１．一般介護予防事業等の推進 

〇住民主体の通いの場の取組を一層推進 

２．総合事業 

〇より効果的に推進し、地域のつながり機能を強化 

３．ケアマネジメント 

〇介護支援専門員（ケアマネジャー）がその役割を効果的に果たしながら質の高い

ケアマネジメントを実現できる環境を整備 

４．地域包括支援センター 

〇増加するニーズに対応すべく、機能や体制を強化 
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Ⅱ 保険者機能の強化 

（地域保険としての地域のつながり機能・マネジメント機能の強化） 

１．PDCAプロセスの推進 

〇保険者機能強化推進交付金の評価を活用しながら、 実施状況を検証・取組内容を

改善 

２．保険者機能強化推進交付金 

〇介護予防や高齢者の活躍促進等を一層推進するため、抜本的に強化 

３．調整交付金 

〇後期高齢者の加入割合の違いに係る調整を精緻化 

４．データ利活用の推進 

〇介護関連のデータ（要介護認定情報、介護保険レセプト情報、VISIT、CHASE） の

利活用のための環境を整備 

 

Ⅲ 地域包括ケアシステムの推進（多様なニーズに対応した介護の提供・整備） 

１．介護サービス基盤、高齢者向け住まい 

〇地域の実情に応じた介護サービス基盤整備 

〇有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅の質を確保するため、行政による

現状把握と関与を強化 

２．医療・介護の連携 

〇地域の実情に応じた取組の充実のための事業体系の見直し 

〇介護医療院への円滑な移行の促進 

 

Ⅳ 認知症施策の総合的な推進 

〇認知症施策推進大綱に沿った施策の推進 

Ⅴ 持続可能な制度の構築・介護現場の革新 

１．介護人材の確保・介護現場の革新 

〇新規人材の確保・離職の防止の双方の観点からの総合的な人材確保対策の推進  

〇人材確保・生産性向上の取組を地域の実情に応じてきめ細かく対応していく体制

整備、介護保険事業（支援）計画に基づく取組の推進 

２．給付と負担の検討 

(1) 被保険者範囲・受給者範囲 

(2) 補足給付に関する給付の在り方 

(3) 多床室の室料負担 

(4) ケアマネジメントに関する給付の在り方 

(5) 軽度者への生活援助サービス等に関する給付の在り方 

(6) 高額介護サービス費 

(7) 「現役並み所得」「一定以上所得」の判断基準 

(8) 現金給付 
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Ⅰ 地域共生社会の理念  

○地域共生社会の理念とは、制度・分野の枠や、「支える側」「支えられる側」と

いう従来の関係を超えて、人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きがい

や役割をもち、助け合いながら暮らしていくことのできる、包摂的なコミュニテ

ィ、地域や社会を創るという考え方。福祉の政策領域だけでなく、対人支援領域

全体、一人ひとりの多様な参加の機会の創出や地域社会の持続という観点に立て

ば、その射程は、地方創生、まちづくり、住宅、地域自治、環境保全、教育など

他の政策領域に広がる。 

 

Ⅱ 福祉政策の新たなアプローチ 

○個人や世帯を取り巻く環境の変化により、生きづらさやリスクが多様化・複雑化

していることを踏まえると、一人ひとりの生が尊重され、複雑かつ多様な問題を

抱えながらも、社会との多様な関わりを基礎として自律的な生を継続していくこ

とを支援する機能の強化が求められている。 

○専門職による対人支援は、「具体的な課題解決を目指すアプローチ」と「つなが

り続けることを目指すアプローチ（伴走型支援）」の２つのアプローチを支援の

両輪として組み合わせていくことが必要。 

○伴走型支援を実践する上では、専門職による伴走型支援と地域の居場所などにお

ける様々な活動等を通じて日常の暮らしの中で行われる、地域住民同士の支え合

いや緩やかな見守りといった双方の視点を重視する必要があり、それによりセー

フティネットが強化され、重層的なものとなっていく。 

 

Ⅲ 市町村における包括的な支援体制の整備の在り方 

１ 事業の枠組み等 

○地域住民の複合化・複雑化した支援ニーズに対応する市町村における包括的な支

援体制の構築を推進するため、「断らない相談支援」「参加支援」「地域づくり

に 向けた支援」の３つの支援を一体的に行う市町村の新たな事業を創設すべき。 

○対象は、本人・世帯の属性を問わず 、福祉、介護、保健医療、住まい、就労及び

教育に関する課題や地域社会からの孤立など様々な課題を抱える全ての地域住民

とすべき。 

○新たな事業の意義の一つは、地域住民や関係機関等と議論を行い、考え方等を共

有するプロセス自体にあることから、任意事業とし、段階的実施とすべき。 

○新たな事業を実施するに当たっては、既存の取組や機関等を活かしながら進めて

いくが、地域ごとに住民のニーズや資源の状況等が異なることから、圏域の設定

や会議体の設置等は、市町村が裁量を発揮しやすい仕組みとする必要がある。 

○国の財政支援については、市町村が柔軟に包括的な支援体制を構築することを可

能とするために、一本の補助要綱に基づく申請などにより、制度別に設けられた

財政支援の一体的な実施を促進する必要がある。 
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本計画においては、基本目標に基づき、「地域包括ケアシステムの深化・推進」に向け

て重点的に取り組むべき課題を「重点事業」として位置づけます。 

 

重点事業１  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点事業２  

 

 
 

 

 

 

重点事業３  

 

 

検 討 中 

検 討 中 

検 討 中 
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